
平成30年度 第2回学校運営協議会議事録 

平成30年10月24日（水） 14時00分～16時00分     於校長室 

 

出席者 校長 田尻 由美子 

会長 近藤  潤  （摂南大学スポーツ振興センター准教授） 

副会長 原田  幸三 （地域教育協議会会長） 

委員 小林  鶴男 （寝屋川市立第八中学校校長） 

巽  かおる（本校ＰＴＡ会長） 

田中    實  （本校キャリア教育支援員） 

事務局 池田    弘   教頭 

香川   義明  事務長 

岡田  伸治 首席 

服部  有晋 首席 

 

司会：教頭 

１．学校長挨拶 

・近況報告（6月以降の自然災害による被害報告と近隣学校の被害状況、及び 37期生の就職 

 状況、修学旅行の実施報告） 

【資料確認】 

・学校運営協議会次第 

・３９期生新入生アンケート 

・平成３１年度仕様教科書採択一覧表 

・ｉプロ通信 Vol1、Vol2 

 

＊挨拶後に、見学時間までの間に議事順序を変更し新入生アンケートについての説明を行った。 

 

２．新入生アンケートについて 

  ・６月に実施した３９期生の新入生アンケート集計結果の報告（首席より説明） 

   説明内容は「新入生アンケート」の冊子１～２ページの通り。 

   Ｃ委員：「折角のアンケートだけにクロス分析が出来るようにしたらもう少し生徒像がつかめる 

       のではないか？例えばアルバイトをしている生徒と就寝時間の関係のように」 

       「活用方法を考えアンケート設計を行ってみたらどうか」 

    校長：「遅刻と成績の関連に関してはデータをもとに改善を検討している」 

   Ｂ委員：「睡眠時間とスマホ、アルバイトと授業態度の関係もわかるとよいのでは」 

 

３．授業見学（6限 14：15～15：05） 

２年古典（前川）、１年英語（児玉先生）、３年日本史（中島）の授業を見学し、協議に戻る。 

 



＊これより意見交換を兼ね協議を行った。 

 

４．授業見学について 

  これより進行は会長 

 

  ・授業見学についての意見交換 

 副会長：「先生の問いかけに対しても積極的に発言があり、一生懸命に授業を受けていた生徒が 

     多いと感じた。」 

   Ｃ委員：「教室に入ったときに姿勢が悪い（崩れている）生徒が多い」 

   Ｂ委員：「いい意味で授業が様変わりしたと思う」 

       「グループ学習やペアワークを積極的に行っていた」 

   Ｃ委員：「先生が一生懸命されているのが伝わりました。ただ、熱心で丁寧すぎて、あそこまで 

       手助けすると生徒が自分でやろうとするところをスポイルしてしまうのではないか」 

   Ａ委員：「どこの学校も若い先生が増えてきており、一生懸命なのはよいが結果として生徒の活動 

       時間が保障できていない場合がある」 

       「教員の中でもベテランから若手に学校におけるセオリーが引き継がれていない」 

       「中学校には『全国チャレンジテスト』と言うものがあり、それにより結果がでてくるが、 

       高校にはそれに該当するようなものがないのでは？中学ではそれが教師の授業改善の 

       検証に繋がるが、高校もそれに替わるものが必要ではないか」 

    校長：「成果検証は確かに必要であり、本校では『スタディーサポート（ベネッセ）』を利用し 

       ている。そして『授業によって得た知識を社会で使える』ように授業では目標を明確に 

       させ、授業の最後には『振り返り』を行えられるよう指導をしている」 

       「西寝屋川高校へ行ったら、『わからないことがわかるようになった』と思える学校へ 

       の思いで様々な取り組みを行っています。その１つに本校の若手教員が中心に取り組ん 

       でいる『ICT活用授業推進チーム』が発行しています『ｉプロ通信』をご覧ください。」 

   副会長：「この『ｉプロ通信』は誰向けに発信しているものか」 

    校長：「『ｉプロ通信』は教員向けです。」 

   副会長：「生徒に向けて発信してはどうですか？」 

       「このように活動している先生に対して生徒の評価はありますか？」 

    校長：「年に２回授業アンケートを実施しています」 

 

・３７期生の進路状況について 

  校長：「就職に関しては例年にない多くの企業様から求人票をいただけ、またこれまでいただい 

     たことの無い企業様からも求人票をいただけている。しかしながら、１次試験で内定が 

     決まった生徒の割合は前年度より低い。そこには例年になく多くの求人をいただいたが 

     故に生徒の企業選択の見誤りと、よりレベルの高い企業を受験したものと推測される」 

     「進学においては指定校への進学を決めている生徒は例年並みであるが、４年制大学での 

     ＡＯ入試で苦戦を強いられている」 



  会長：「各大学が合格者の人数をシッカリ守ってきている。そのためＡＯ、公募入試とこれまで 

     のレベルより１ランク下を受験する受験生が多くなり、これまで合格していた学校への 

     合格が難しくなっている」 

 

５、 その他 

・来年度使用教科書採択について（教頭より説明） 

 

６．学校長閉会挨拶 

 

次回予定確認  第３回開催予定日 

       （１月末 ～ ２月頃） 

 

閉会 

（以上） 


